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通
常
総
会
（
決
算
）
５
月
23
日

第
29
回
通
常
総
会
（
決
算
）

が
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

楢
橋
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
福
岡
県
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
推
進
室
長
松
田
様
よ
り
来

賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

精
神
障
が
い
者
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
、
家
族
会
と
の
連
携
の
重
要
性
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
福
精
連
表
彰
で
は
、
６
個
人
の
方
に

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
下
段
に
掲
載
）

議
長
に
野
澤
理
事
を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

第
１
号
議
案
で
令
和
６
年
度
事
業
・
活
動
報
告
案
、

第
２
号
議
案
で
令
和
６
年
度
決
算
案
、

第
３
号
議
案
で
役
員
改
選
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
決
算
報
告
で
は
、

早
川
監
事
よ
り
監
査
報
告
を
い

た
だ
き
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
４
名
の
理
事
及
び
１
名

の
監
事
の
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

新
旧
役
員
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
組
織
の
継
続
性
と
新
た
な

視
点
の
導
入
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

第
29
回
総
会
に
て
、
福
精
連
表
彰
規
定

に
基
づ
き
６
名
の
方
に
楢
橋
会
長
よ
り

表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

(

敬
称
略
・

順
不
同
）

・
武
田

聡
（
カ
フ
ェ

フ
ュ
ッ
テ
）

・
平
川

ミ
ド
リ
（
す
ず
め
の
お
宿
）

・
辻
田

雄
一
（
い
ず
み
会
）

・
清
成

り
つ
子
（
ひ
ま
わ
り
）

・
田
中

美
江
（
八
女
の
ぞ
み
会
）

・
徳
永

萬
利
（
あ
ゆ
み
の
会
）

役 職 氏 名 （敬称略） 所 属 再/新

会長 楢橋 恭一 はまゆう家族会 再

副会長 白石 雄二 すずめのお宿 再

副会長 田原 恭子 スマイル門司 再

副会長 陣内 伸廣 みつば会 再

理事 野澤 重信 アトリエみんなの色 再

理事 隅谷 和生 しののめ福祉会 再

理事 森川 久美子 あかつき会家族会 再

理事 田村 宏 なおみの会 新

理事 村上 大作 グループホームてとて 新

理事 上釜 光輝 木の香らんど 新

理事 山口 隆充 八女作業所 新

監事 早川 栄悟 福岡県精神科病院協会 再

監事 判田 章江 福岡あけぼの会 新

顧問 一木 猛 ヒューマン21 新

令和７年・８年度 役員体制

退任された役員の皆様（敬称略）

・一木 猛 ・山口 由紀子
・福田 清隆 ・伊福 深一

・宮本 政智

永年、福精連の活動に

ご尽力いただき、誠に

ありがとうございまし
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【年会費】３,０００円（購読料含む）定価100円

令和７年度の賛助会員の募集を

行います。皆様のご協力よろし

くお願い致します。

年会費：個人 3,000円

団体 10,000円

郵便局振込先

加入名：（公社）福精連

口座番号：01760-7-84332

※福精連への賛助会費・寄付

金は確定申告の際の寄付金控除

の対象になります。

行

事

案

内

【
運
営
委
員
会
】

７
月
４
日
（
金
）
13
時
半
～
オ
ン
ラ
イ
ン

【
虐
待
防
止
＆
身
体
拘
束
適
正
化
研
修
会
】

７
月
４
日
（
金
）
15
時
半
～
オ
ン
ラ
イ
ン

【
事
業
所
代
表
者
会
議
】

８
月
21
日
（
金
）
午
前

【
家
族
・
職
員
研
修
会
】
参
加
申
し
込
み
中

８
月
21
日
（
金
）
午
後

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
０
２
会
議
室

講
師
：
青
木

聖
久

氏
（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）

「
支
援
者
の
基
本
の
『
き
』

精
神
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
支
援
の
あ
り
方
」

【
み
ん
な
ね
っ
と
全
国
大
会
】
京
都

９
月
６
日
（
土
）

【
拡
大
会
議
】
【
第
３
回

理
事
会
】

10
月
22
日
（
水
）

【
福
精
連
大
会
】

10
月
31
日
（
金
）

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

中
会
議
室

講
師
：
谷
口

仁
史

氏

【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会
】

11
月
11
日
（
火
）
13
時
～

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

県
知
事
表
彰
・
地
精
協
表
彰

講
師
：
松
本

俊
彦
氏

※
会
場
が
未
定
の
会
議
、
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

当
会
か
ら
の
案
内
を
ご
確
認
下
さ
い

月間「みんなねっと誌」
を購読しませんか？

賛助会費（購読料を含む ）
個人 年間３、６００円
※団体は一部還元があるの
でお問い合わせを

郵便振込先
加入者名 みんなねっと
口座番号 ００１３０-０-

３３８３１７

電話番号 ０３-

６９０７-９２１１

令
和
７
年
度
賛
助
会
員
の
皆
様

<

団
体
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
こ
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
医
療
法
人

陽
山
会

丸
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
医
療
法
人

要
会

か
な
め
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
お
か
医
院

・
医
療
法
人
み
ら
い

筑
紫
野
病
院

・
医
療
法
人
同
仁
会

乙
金
病
院

・
医
療
法
人
社
団
桜
珠
会

可
也
病
院

・
医
療
法
人
成
康
会

堤
小
倉
病
院

・
寿
防
災
工
業
㈱

・
（
一
社
）
福
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

・
株
式
会
社

ち
く
し
の
郷
・
匠

・
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

・
医
療
法
人
社
団
松
和
会

門
司
松
ヶ
枝
病
院
家
族
会
「
み
の
り
会
」

・
社
会
福
祉
法
人

福
岡
あ
け
ぼ
の
会

サ
ン
サ
ン
は
か
た

・
社
会
福
祉
法
人

桜
園

・
一
般
社
団
法
人
ち
は
や
Ａ
Ｃ
Ｔ

・
医
療
法
人
緑
心
会

福
岡
保
養
院

・
一
般
社
団
法
人
Ｑ-

Ａ
Ｃ
Ｔ

・
島
手
そ
う
め
ん
販
売
㈱

・
社
会
福
祉
法
人
ほ
っ
と
福
祉
会

<

個
人
会
員>

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
一
木

猛

・
本
田

俊
慧

・
伊
原
加
津
代

・
石
河

定
子

・
鈴
木

久
子

・
蔦

忠
之

・
白
石

雄
二

・
田
川

裕
二

・
廣
津

輝
男

・
津
村

美
沙

・
犬
束

義
光

・
國
房

稔
代

・
戸
田

俊
彦

・
立
山

利
博

・
金
子

義
郎

・
阿
部

利
民

・
森
川

久
美
子

・
山
本

由
美

・
徳
久

照
道

・
中
里

真
一

・
内
原

守

・
大
平

実
男

・
馬
場

由
紀
子

・
石
田

健
治

・
松
本

國
寛

・
菅
野

康
子

・
永
末

雄
大

・
渡
辺

美
穂

・
下
川

展
弘

・
下
川

富
子

・
富
田

義
之

・
後
藤

英
一
郎

・
樋
口

靖
則

・
舟
越

洋

・
小
野

雄
史

・
古
屋

岳
治

・
浦
塚

真
理

・
永
末

雄
大

・
乙
村

未
沙
貴

・
木
原

聡

・
平
山

一
雄

・
井
上

純
治

・
坂
栗
さ
つ
き

・
野
澤

重
信

・
田
原

恭
子

・
楢
橋

恭
一

・
辻
田

雄
一

・
平
川

ミ
ド
リ

・
福
田

清
隆

・
山
口

由
紀
子

・
六
反

敏
裕

・
今
村

浩
司

・
竹
原

享

・
重
富

裕
司

・
斉
藤

光
子

・
原

久
美

（
令
和
７
年
６
月
27
日
）
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家
族
の
た
め
の
相
談
電
話

０
９
０-

１
３
６
６-

７
４
９
８

０
８
０-

３
９
８
６-

１
９
８
０

０
８
０-
１
７
２
９-

１
９
５
０

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
０

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５

０
８
０-

１
７
２
９-

１
９
５
５
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この度、福精連の理事を仰せつかり

ました（社福）ハイジ福祉会の山口隆

充と申します。福精連の為に一生懸命頑張りたい

と思いますのでよろしくお願い致します。

八女作業所
助成金活用

この度、赤い羽根共同募

金様を通じて（公財）中央競馬馬主社会福祉財団

様・（一社）九州馬主協会様より送迎車両（10人

乗り）の助成を頂きました。当施設の送迎車両は

殆どが10万㎞を超えており、新しい送迎車両の購

入が急務になっておりました。今回車両が無事に

納車され早速送迎に使用させて頂いており、利用

者様も新車の乗り心地に大変喜んでおられます。

この度助成して頂きました、赤

い羽根共同募金様、（公財）中央

競馬馬主社会福祉財団・（一社）

九州馬主協会様 誠にありがとう

ございました。大切に使用させて

頂きます。

八女作業所 施設長 山口 隆充

新役員 紹介＆ご挨拶

理事 田村 宏さん

理事 村上 大作さん

理事 上釜 光輝さん

理事 山口 隆充さん

監事 判田章江さん

北九州ブロック、なおみの会の田村と

申します。長年医療の現場で勤務してお

りましたが、福祉事業は初心者です。

少しでも福精連のお役に立てますように頑張りた

いと思います。よろしくお願いいたします。

このたび理事に就任しました上釜光輝

と申します。社会福祉法人大川市福祉会

で施設長を務めています。福精連には木の香らん

どでお世話になっています。15年目くらいになり

ます。

事業所委員会のメンバーとして、研修会の企画な

どに携わってきました。精神障害のある方の生活

と働く場の支援を通じて、幸せを感じて生きてい

けるように仕事に取り組んでいます。福精連は精

神障害のある方とその家族の声を社会に届ける団

体としてなくてはならない存在です。会の発展の

ために微力ながら働かせていただきたいと思いま

す。

みんなねっと総会報告

旧優生保護法裁判を支援する福岡の会

優生保護法被害者を支援する福岡の会

７月３日の最高裁判決を受け、首相が謝罪、補償法

が成立するなど全面解決への道が開かれました。

これに伴い、団体名は変更、被害者の支援を中心と

した活動になります。

団体名変更

この度、福精連の監事を務めせていた

だくことになりました社会福祉法人福岡

あけぼの会 判田章江です。初めての経験で不安で

はありますが、皆様のお力添えをいただきながら

精一杯努めてまいりますのでよろしくお願いいた

します。

この度理事に就任いたしました村上大

作と申します。

糸島市で共同生活援助事業（グループホームてと

て）を運営しています。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

６月６日東京都障害者福祉会館

に於いてみんなねとの定期総会が開

催され、出席しました。

正会員となる各県代表、役員、顧問、

顧問弁護士、顧問税理士、事務局が一堂に会し、ハ

イブリドで開催されました。

４つの議案が提案されましたがそれに対する意

見・質問が続出し、総会は長時間に渡りました。

しかし、予定していた正会員費のあり方に関する

意見交換までできませんでしたので、後日各県連

からの意見を提出し、福精連としての現状と考え

を述べさせていただきました。

会長 楢橋 恭一
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ネ
ト
・
マ
ー
ル
」

は
博
多
区
諸
岡
に
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

廊
下
か
ら
は
「
ら
ら
ぽ
ー
と
福
岡
」
が
見

え
ま
す
。
平
成
29
年
11
月
に
開
所
し
、
今

年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
す
。
定
員
は
７
名

で
す
。
平
成
29
年
は
、
市
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
40
数
か
所
で
し
た
が
、
現
在
は
450
か
所
以
上
あ
り
、
年
々
、
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
つ
つ
も
、
選
択
肢
が
広
が

り
、
良
い
時
代
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ネ
ト
・
マ
ー
ル
で
は
、
障
が
い
年
金
の
開
始
の
た
め
の
申
請
や
病

院
と
の
折
衝
、
夕
食
提
供
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
生
活
全
般
に
幅
広
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
し

て
い
た
だ
く
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
型
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
の
で
、
電
気
代
の
基
本
料
金
の
費
用
を
分
担

す
る
こ
と
で
生
活
コ
ス
ト
を
抑
え
る
な
ど
、
「
入
居
者
が
福
岡
市
内

で
最
も
貯
金
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
お
り
、
差

別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
夫
婦
で
運
営
し
て
い
る
点
で
す
。
妻
の
大

川
由
美
は
法
人
の
代
表
を
、
夫
の
大
川
光
生
は
世
話
人
等
を
務
め
て

い
ま
す
。
私
、
大
川
光
生
は
、
川
崎
市
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
連
合

会
（
あ
や
め
会
）
の
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
職
員
や
法
人
理
事
と
し
て
の
経
験
も
あ
り
、

そ
こ
で
ご
家
族
の
思
い
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
家
族
の
皆
様
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
当

事
者
の
方
と
歩
み
を
共
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
ご
家
族
の
視
点
や
愛
情
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
を
共
に
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ネ
ト
・
マ
ー
ル

事

業

所

紹

介

柳川旅行

食事

次
に
、
弁
護
士
の
藤
岡
さ
ん
は
「
見
え
な
い
判
定
に

募
る
不
信
～
障
害
年
金
不
支
給
問
題
へ
の
緊
急
提
言
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
、
障
害
年
金
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
権
利
で
あ
り
、
社
会
保
障
と
し
て
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
日
本
の
成
人
障
害
者
数
は
１
、
０
５
９

万
人
、
そ
の
中
で
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
２

３
８
万
人
に
過
ぎ
ず
、
受
給
率
は
23
%
と
低
い
現
状
を

指
摘
。
ま
た
、
障
害
年
金
認
定
の
設
計
に
偏
り
が
あ
り
、

効
率
的
で
公
平
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批

判
さ
れ
ま
し
た
。

藤
岡
氏
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
制
度
改
革
を
求
め

る
申
し
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
障
害
年
金
法
研
究
会
も

改
革
に
向
け
た
提
言
書
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

の
改
革
意
欲
は
低
い
と
の
こ
と
で
、
各
自
が
様
々
な
活

動
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
は
、
障
害
者
に
対
す
る
優
生
思
想
や
、
障

害
の
程
度
に
応
じ
た
年
金
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
本
人
が
年
金
申
請
を
た
め
ら
う
事
実
や
、
障
害

年
金
が
命
綱
で
あ
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
、
障
害
が
あ
っ

て
も
人
権
は
平
等
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

研
修
の
最
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
取
り
上
げ
が
少
な

い
現
状
に
つ
い
て
も
触
れ
、
国
民
が
問
題
を
認
識
す
る

た
め
に
声
を
上
げ
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
に
参
加
し
、
障
害
年
金
が
障
害
者
に
と
っ

て
不
可
欠
な
権
利
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

特
に
、
最
後
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
野
さ
ん
の

『
障
害
の
低
度
も
中
度
も
そ
の
障
害
程
度
に
合
わ
せ
た

年
金
が
必
要
』
と
の
言
葉
に
賛
同
し
ま
す
。
今
後
も

“
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
る
不
幸
”
に
な
ら
な
い
よ
う
み

ん
な
で
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

福
精
連
理
事

隅
谷

和
生

先
日
よ
り
共
同
通
信
社
が
年
金
不
支
給
者
が
倍
増

し
て
い
る
と
報
じ
た
こ
と
を
受
け
て
、
、
研
修
会
が

Ｚ
Ｏ
Ｏ
М
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
師
と
し
て
、

共
同
通
信
社
の
市
川
亨
氏
、
弁
護
士
の
藤
岡
毅
氏
、

埼
玉
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
高
野
淑
恵
氏
の
３
名
で

し
た
。
全
員
が
障
害
を
持
つ
子
の
親
と
し
て
の
立
場

か
ら
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

市
川
さ
ん
は
「
障
害
年
金
不
支
給
問
題
の
報
道
」

に
つ
い
て
講
演
し
、
２
０
２
３
年
と
２
０
２
４
年
で

精
神
・
発
達
障
害
の
不
支
給
割
合
が
２
倍
に
増
加
し

た
原
因
に
つ
い
て
解
説
し
、
担
当
部
署
の
ト
ッ
プ
が

厳
し
い
考
え
の
方
と
な
り
、
日
本
年
金
機
構
の
職
員

が
判
定
医
に
支
給
を
絞
る
方
向
に
誘
導
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

障
害
年
金
は
２
０
１
４
年
か
ら
地
方
格
差
を
是
正

す
る
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
導
入
や
審
査
一
元
化

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
不
支
給
が
増

え
て
い
る
現
状
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
増
加
の
理
由

と
し
て
、
事
前
審
査
の
段
階
で
職
員
が
不
支
給
の
判

断
を
誘
導
し
て
い
る
事
や
、
判
定
医
の
不
足
、
旧
い

基
準
（
医
学
モ
デ
ル
）
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

理
想
的
な
改
善
策
と
し
て
、
本
人
へ
の
訪
問
調
査
や

判
定
医
を
増
や
し
、
専
門
医
に
よ
る
審
査
が
必
要
で

あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
は
コ
ス
ト
や
労
力
が
か
か
る

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ん
ち
共
済

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

『
見
え
な
い
判
定
』
に
募
る
不
信

～
障
害
年
金
不
支
給
問
題
へ
の
緊
急
提
言
～

◎
現
在
セ
ミ
ナ
ー
が
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
中
で
す
。https://www.youtube.com/watch?v=o9kalr68eCY

大
川

光
生
・
大
川

由
美


	122.pdf
	122 ura

